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第第第第１１１１章章章章    基本的事項基本的事項基本的事項基本的事項    

 

１１１１．．．． 計画計画計画計画目的目的目的目的 

本計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律（以下「法」という。）第２０条の３

第1項に基づき都道府県及び市町村に策定が義務付けられている温室効果ガスの排出量

の削減のための措置に関する計画（以下、実行計画という。）として策定するものであ

る。嘉手納町の事務・事業の実施に当たっては､本計画に基づき温室効果ガス排出量の

削減目標の実現に向けてさまざまな取組を行い、地球温暖化対策の推進を図ることを目

的とする。  

 

２２２２．．．．基準年度基準年度基準年度基準年度・・・・計画計画計画計画期間期間期間期間・・・・目標年度目標年度目標年度目標年度 

基準年度を平成２０年度とし、計画期間を平成２２年度～平成２６年度までの５年

間とする。  

目標年度については、平成２６年度とする。 

なお、実行計画の実施状況や技術の進歩、社会情勢の変化により、必要に応じて見

直しを行うものとする。  

 

※ 基準年度とは、各年度における温室効果ガス排出量の増減を比較検討するための   

基準として、各地方自治体が独自に設定する年度をいう。 

    

3.3.3.3.対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲 

実行計画は、嘉手納町役場が行う全ての事務・事業とし、出先機関等を含めた全ての

組織及び施設を対象とする（行政事務組合は除く）。 

なお、指定管理者制度等により、外部委託を実施している事務・事業は対象外である

が、可能な限り受託者に対して、実行計画の趣旨に沿った取り組みを実践するように要

請する。 

 

（対象施設一覧） 

施 設 名 施 設 名 

嘉手納町役場(庁舎) かでな文化センター 

屋良幼稚園 嘉手納幼稚園 
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屋良小学校 嘉手納小学校 

嘉手納中学校 学校給食共同調理場 

青少年ｾﾝﾀｰ 嘉手納町子育て支援ｾﾝﾀｰ「ひまわり」 

嘉手納町第二保育所 嘉手納町第三保育所 

嘉手納町リサイクルセンター 嘉手納町葬祭場 

嘉手納町中央公民館 嘉手納町立図書館 

嘉手納町食料品加工センター ロータリープラザ 

ロータリー広場 野国総管公園 

屋良第２児童公園 屋良城跡公園 

水釜児童公園 兼久海浜公園 

嘉手納児童公園 屋良ふれあいパーク 

ちびっこ広場 あしびなぁ 

    

４４４４．．．．対象対象対象対象とするとするとするとする温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス 

実行計画で、削減対象とする温室効果ガスは、法律で定められた削減対象となる、

６種類のガスのうち二酸化炭素を対象とする。 

    

    

第第第第２２２２章章章章    二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素のののの排出状況排出状況排出状況排出状況及及及及びびびび削減目標削減目標削減目標削減目標    

 

１１１１．．．．基準年基準年基準年基準年度度度度のののの二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素排出量排出量排出量排出量        

嘉手納町の事務・事業における基準年度の二酸化炭素総排出量は、2,328,198kg-CO
2

である。なお、焼却施設で処理している全てのプラスチックごみは少量で測定が困難な

ため除く。 

 

区 分 排出量（kg-CO2） 

二酸化炭素（CO2） 2,328,198kg-CO
2
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２２２２．．．．要因別要因別要因別要因別のののの排出状況排出状況排出状況排出状況 

基準年度である平成２０年度の二酸化炭素排出量を排出要因別に見ると、他人から供

給される電気の使用に伴って排出される二酸化炭素が全体の８３％を占め、次いでＬＰ

ガスの使用が７％、Ａ重油の使用が５％で全体の９５％を占めている。        

 

灯油
2%

ガソリン
2%

軽油
1%

ＬＰＧ
7% Ａ重油

5%

電気の使
用
83%

 

 

 

3.3.3.3.排出要因別排出要因別排出要因別排出要因別エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー等使用量等使用量等使用量等使用量及及及及びびびび二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    

    

項 目 単位 使用量 
CO２排出量 

（㎏-CO２） 

電気 kWh 3,520,204 1,953,713 

Ａ重油 ℓ 40,350 109,334 

灯油 ℓ 19,171 47,725 

ＬＰＧ ㎥ 92,128 153,945 

ガソリン ℓ 21,140 49,080 

軽油 ℓ 5,498 14,401 

二酸化炭素合計 2,328,198 
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４４４４．．．．削減目標削減目標削減目標削減目標        

平成２０年度を基準年として、計画期間の最終年度である平成２６年度の二酸化炭素

排出量を、６％削減することを目指す。    

                                                                                                                                 

区 分 
基準年度排出量 

平成２０年度 
削減目標 

目標年度排出量 

平成２６年度 

二酸化炭素（CO2） 2,328,198kg-CO2 6％ 2,188,506kg-CO2 

 

    

第第第第３３３３章章章章    具体的具体的具体的具体的なななな取取取取組組組組    

 

１１１１．．．．    太陽光発電等太陽光発電等太陽光発電等太陽光発電等のののの再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの積極導入積極導入積極導入積極導入    

・小学校に、太陽光発電システムの導入を促進する。 

・中学校に、太陽光発電システムの導入を促進する。 

 

２２２２．．．．    施設設備施設設備施設設備施設設備のののの改善等改善等改善等改善等    

・施設の新築、改築をする時は、環境に配慮した工事を実施するとともに、環境

負荷の低減に配慮した施設等を整備し、適正な管理に努める。  

・断熱性能に優れた窓ガラスを導入する。 

・高効率照明への買い換えを順次行う。 

・公用車の更新時に、小型車や低燃費車、ハイブリット自動車の導入を図る。 

・公共施設の緑化を推進する。 

・雨水の有効利用に配慮した構造とする。 

・省エネルギー型設備を積極的に導入する。 

    

３３３３．．．．    物品購入等物品購入等物品購入等物品購入等    

・物品購入等に関しては、「嘉手納町グリーン購入基本方針（案）」に基づき、

環境配慮された物品を優先的に調達する。 

・電気製品等の物品の新規購入、レンタルをする時には、省エネルギータイプで

環境負荷の少ないものの購入に努める。  

・事務用品は、 詰め替えやリサイクル可能な消耗品を購入する。  
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・環境ラベリング（エコマーク、グリンマーク等）対象製品を購入する。     

    

４４４４．．．．    そのそのそのその他他他他のののの取組取組取組取組    

①電気使用量の削減  

・冷房温度（２８℃）の適正管理を徹底して行う。 

・効果的・計画的な事務処理に努め、夜間の残業の削減を図り照明の点灯時間 

の削減に努める。  

・昼休みの消灯や時間外の不必要箇所の消灯を行う。  

・トイレ、給湯室等に利用者がいない場合は消灯する。  

・退庁時に身の回りの電気器具の電源が切られていることを確認する。  

・ＯＡ機器等の電源をこまめに切るように努める。  

②燃料使用量の削減  

・エコドライブの周知を図る（資料編エコドライブ１０のすすめ参照）。 

・急発進、急加速をしない。  

・公用車一台ごとの走行距離、燃料等を把握するなど燃料使用量の調査を行う。 

・車両を適正に整備・管理し、排気ガスの削減に努める。  

・公用車から離れる時は必ずエンジンを切り、無駄なアイドリングは控える。  

・カーエアコンについては、適切な温度設定になるよう周知徹底を行う。 

・ボイラーの適正運転を維持する。 

③ゴミの減量、リサイクル  

 ・紙の購入量の抑制を図る。 

・物品の再利用や修理による長期利用に努め、ゴミの減量化を図る。  

・廃棄物の分別排出の徹底に努める。 

・不要になった用紙は、クリップ、バインダー等の器具を外して分別回収するよ

う努める。 

・使い捨て容器の購入は極力控える。  

④用紙類  

・両面印刷、裏面コピー、縮小コピーを徹底し、用紙の削減に努める。  

・リサイクル用紙の購入に努める。 

・会議用資料や事務手続きの一層の簡素化を図る。 

・使用済み封筒の再使用など、封筒の使用の合理化を図る。  
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⑤水道  

・日常的に節水を心がける。  

・自動水栓、節水コマなどの節水型機器の導入に努める。  

⑥環境保全に関する意識向上、率先実行の推進 

・職員向けに環境保全研修等を行う。 

・ノーマイカーデーなど、環境保全を奨励する日や月間を設ける。 

・職員が参加出来る環境保全活動について、必要な情報提供を行う。 

・クールビズ・ウォームビズを推進する。 

・家庭においても、環境に配慮した生活を目指す（資料編家庭でできる温暖化対

策参照）。 

・庁舎構内では、車両のアイドリング・ストップについて協力を求める。 

・庁舎内の照明、室温調整、廃棄物の分別回収、階段の利用等への理解と協力を

求める。  

⑦来庁者への協力依頼等 

・会議等での自家用車の使用自粛を呼びかける。 

・庁舎内の照明、室温調整、廃棄物の分別回収、再生紙トイレットペーパーの使

用、階段の利用等への理解と協力を求める。 

・その他、本計画の取組について周知を図る。    

    

    

第第第第４４４４章章章章    推進推進推進推進・・・・点検体制及点検体制及点検体制及点検体制及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況のののの公表公表公表公表    

 

１１１１．．．．推進体制推進体制推進体制推進体制        

 

嘉手納町は、｢嘉手納町地球温暖化防止推進本部設置要綱」により、｢推進本部」「推

進部会」｢推進担当者」｢事務局」を設け、計画の着実な推進と進行管理を行う。  

計画の推進体制は｢実行計画推進組織図」の通りである。 

 

（１）推進本部  

嘉手納町長を本部長、教育長を副本部長とし、その他、部長等の構成員をもって組

織する。  

計画の策定、見直し及び計画の推進点検を行う。 
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（２）推進部会 

部会長は町民課長とし、推進部会は別表２に揚げる職にあるもので構成する。 

実行の評価・実施状況の課題・解決策の抽出等を行う。 

（３）推進担当者 （エコリーダー） 

各課及び各出先機関に１名以上の「推進担当者」を置く。「推進担当者」は計画の

推進及び進捗状況を把握しつつ、事務局と連携し、計画の総合的な推進を図る。  

（４）事務局  

事務局を福祉部町民課に置き、計画全体の推進及び進捗状況を把握し、総合的な進

行管理を行う。 

 

２２２２．．．．点検体制点検体制点検体制点検体制    

 

点検体制は、「嘉手納町地球温暖化防止実行計画の推進・点検・評価等の体制と役割」

により、「事務局」は、「推進担当者」をとおし、定期的に進捗状況の把握を行い、「推

進部会」において年１回の点検評価を行う。さらに、点検評価を踏まえて「推進本部」

において見直しの検討、取組方針の決定を行う。 

 

３３３３．．．．進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況のののの公表公表公表公表    

 

計画の進捗状況、点検評価結果及び、直近年度の温室効果ガス排出量については、年

１回嘉手納町広報誌やＨＰ等により公表する。 
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嘉手納町地球温暖化防止推進本部設置要綱 

 

 

 

（設置） 

第１条 地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号）第２０条

の３第１項に基づき、嘉手納町地球温暖化防止実行計画（以下「実行計画」という。）

の策定等を行うため、嘉手納町地球温暖化防止実行計画策定等推進本部（以下「本

部」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 本部は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１） 実行計画の策定に関すること。 

（２） 実行計画の推進及び見直しに関すること。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、必要な事項に関すること。 

 

（組織） 

第３条 本部は、本部長、副本部長及び委員をもって組織する。 

２ 本部長は町長を、副本部長は教育長をもってあてる。 

３ 委員は、別表１に掲げる職にある者をもってあてる。 

４ 本部の事務局は、福祉部長が担う。 

 

（本部長の職務等） 

第４条 本部長は、本部の会務を総理し、本部を代表する。 

２ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるとき又は本部長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 本部会議は、必要に応じて本部長が招集し、本部長が議長となる。 

２ 本部は、その所掌事項を遂行するため、必要があると認めるときは、委員以外の

者の出席を求め、意見を聞くことができる。 
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（推進部会） 

第６条 本部に第２条に規定する事項の調査、素案の作成等を行わせるため、推進部

会を置く。 

２ 推進部会は、別表２に掲げる職にあるものを持ってあてる。 

３ 推進部会には部会長を置き、部会長は町民課長をもってあてる。 

４ 部会長に事故があるとき又は欠けたときは、部会長があらかじめ指名する者が、

その職務を代理する。 

５ 前条の規定は、推進部会の会議に準用する。 

６ 推進部会は、実行計画に基づく削減状況等の点検を行い、本部に報告しなければ

ならない。 

（エコリーダー） 

第７条 推進担当者としてエコリーダーを置くこととし、各課等の長をもってあてる。 

２ エコリーダーは、各課等において実行計画に基づく取組に際して、中心的な役割

を担うものとし、実行計画への取組を率先して行わなければならない。 

３ エコリーダーは、所属課内における実行計画の周知徹底に努めると共に、所属職

員の意識啓発を推進しなければならない。 

４ エコリーダーは、実行計画の取組状況について実績調査や取組状況の点検評価等

を行い、その結果について前条に規定する推進部会へ報告しなければならない。 

 

（庶務） 

第 8条 本部の庶務は、福祉部町民課において処理する。 

 

（委任） 

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、本部の運営に関し必要な事項は、本部長が本

部に諮って定める。 

 

 附則 

この要綱は、公布の日から施行する。 
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別表１（第３条関係） 

本部長 町長 

副本部長 教育長 

委員 総務部長 

委員 建設部長 

委員 会計管理者 

委員（事務局） 福祉部長 

 

 

別表２（第６条関係） 

部会長 町民課長 

部会員 総務課長 

部会員 企画財政課長 

部会員 都市建設課長 

部会員 産業振興課長 

部会員 福祉課長 

部会員 教育総務課長 

部会員 生涯学習課長 
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 嘉手納町地球温暖化防止実行計画の推進・点検・評価等の体制と役割 

 

 

 嘉手納町役場全体が、嘉手納町地球温暖化防止実行計画（以下「実行計画」という。）

に基づく行動等について、主体的・積極的に取り組み、温室効果ガスの削減に取り組

んでいくことを方針とし、同取組の推進にあたっての役割等については、以下のとお

りとする。 

 

 

① 推進本部長 

 

  推進本部長は町長とし、実行計画の推進・点検・評価を統括し、同計画の基本事

項や必要事項について決定及び変更等を行うと共に、実行計画の実施に基づく活動

の実施状況や温室効果ガスの排出量について公表等を行う。 

   

 

② 嘉手納町地球温暖化防止推進本部 

 

  嘉手納町地球温暖化防止推進本部（以下「推進本部」という。）は、町長を本部長

とし、教育長を副本部長、各部長等を委員として構成する。 

  推進本部では、実行計画の決定や変更等について協議を行うと共に、計画推進に

あたっての取り組み方針等の決定・指示を行う。また推進部会から報告された各課

の実施状況や検討事項について審議すると共に、実行計画に基づく実施状況や温室

効果ガスの排出量の公表内容について確認をする。 

  推進本部の事務局は、福祉部長が担う。 

 

 

③ 推進部会 

 

  推進部会は各部より選出した課長により構成し、実行計画の検討、実施状況の確

認や意見交換を行い、実施における課題及び解決策等を検討すると共に、推進本部

へ報告をする。 
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  また推進部会は、推進本部の方針を受け、各エコリーダー及び職員に対して指導

や情報提供等を行うものする。 

 

 

④ エコリーダー及び職員 

 

推進担当者であるエコリーダーは、各所属課の課長等とし、実行計画の推進を図

ると共に、実施状況等を推進部会に報告を行うものとする。 

  また職員は、エコリーダーへの協力を行うと共に、実行計画の目標達成に向けて、

主体的・積極的な取組を行う。 

嘉手納町地球温暖化防止実行計画の推進・点検・評価をはかるため、次頁の図の

ようなＰＤＣＡサイクル（Plan-Do-Check-Action：計画-実行-評価-見直し）を構築

し、継続的に改善を行う。 
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（１）計画：Ｐlan 

  ① 推進本部長は計画の決定及び変更を行い、全職員に対して実行の指示を行う。 

  ② 推進本部は計画の策定、取り組み方針の決定等を行う。 

 

（２）計画の実施：Do 

  ① 全職員が目標達成に向けた主体的・積極的な行動をとる。 

  ② 各課のエコリーダーは、実施状況等を報告書にまとめ、推進部会に報告する。 

 

（３）評価：Check 

  ① 推進部会は、エコリーダーの報告等から実施状況を把握し、実行の評価、課

嘉手納町地球温暖化防止嘉手納町地球温暖化防止嘉手納町地球温暖化防止嘉手納町地球温暖化防止    

推進本部推進本部推進本部推進本部    

 

計画の策定・見直しの検討 

取り組み方針の決定等 

（（（（ＰＰＰＰlan / Actionlan / Actionlan / Actionlan / Action））））    

エコリーダーエコリーダーエコリーダーエコリーダー（（（（各課長各課長各課長各課長））））    

全職員全職員全職員全職員    

 

計画の実行 

（（（（DoDoDoDo））））    

推進部会推進部会推進部会推進部会    

実行の評価、実施状

況の課題、解決策の

抽出等 

（（（（CheckCheckCheckCheck））））    

報告 

指導・情報提供 

推進統括者推進統括者推進統括者推進統括者（（（（町長町長町長町長））））    

 

 計画の決定 

実施状況等の公表    

報
告 

指
示 

報告 

指ᅆ 

指ᅆ 
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題及び解決策の検討結果等を推進本部に報告する。 

 

（４）見直し：Action 

  ① 推進本部は、推進部会の報告・提案等を審議し、取組の改善、見直し等を行

う。 

② 実施状況から目標達成が困難であると認められる場合、外部機関の診断等の実

施を取り入れるなど、課題の解決に努める。 
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実行計画推進組織 図 

 

 

                       

              

 

 

 

 

 

 

            

               

                             

                

               

    

 

 

 

 

 

 

                            

 

                            

 

 

 

 

 

 

町長（推進本部長） 

嘉手納町地球温暖化防止推進本部 

本部長：町長 

副本部長：教育長 

委 員：総務部長 

委 員：建設部長、  

委 員：会計管理者 

事務局：福祉部長 

 

エコリーダー（各課長） 

推進部会 

部会長：町民課長 

部会員：（総務、企画財政、福祉、 

都市建設、産業振興、教育 

総務、生涯学習）課長 

全職員（嘱託・臨時職員含む。） 

・実行計画の決定、実施状況等の公

表を行う。 

・計画策定、実施状況にについて

協議する。 

・取り組み方針等の決定、指示を

行う。 

・見直しの検討を行う。 

・実施状況の評価や課題、解決策

等の検討、報告を行う。 

・エコリーダーや職員に対して、

指導、情報提供を行う。 

・計画を推進する。 

・実施状況の調査、報告を行う 

・計画を実行する。 
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嘉手納町グリーン購入基本方針 

（案） 

 

１ 目的 

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」第10

条に規定する環境負荷の低減に資する物品又は役務（以下「環境物品等」という。）

の調達の推進を図るための方針を策定するにあたって、嘉手納町における環境物品等

の調達に係る基本方針（嘉手納町グリーン購入基本方針）を定める。 

 

２ 対象範囲 

総務部、福祉部、建設部、会計管理者、教育委員会、議会事務局とする。 

 

３ 基本的な考え方 

(1)町が、環境物品等の優先的な調達に率先して取り組むことにより、環境物品等の

市場の形成や開発の促進に寄与し、地域経済における環境物品等への需要の転換を

促して、環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築を図ることを目指す

ものとする。 

(2)物品等の調達に当たっては、まず調達の必要性と適正な調達数量について十分検

討し、従来考慮されてきた価格や品質に加え、環境保全の観点から次のような環境

負荷の低減に配慮した物品等を調達することとする。 

①環境汚染物質の使用や放出が削減されていること。 

②省資源や省エネルギー設計となっていること。 

③長期間の使用や部品等の再使用が可能であること。 

④有効な再生利用が可能であること。 

⑤廃棄時の処理・処分が容易になるような配慮がなされていること。 

(3)公共工事については、事業ごとの特性、必要とされる強度や耐久性、機能の確保、

コスト等に留意しつつ、環境負荷の少ない資材、建設機械若しくは工法を使用し、

又は目的物を構築する公共工事の調達を推進することとする。 

 

４ 推進方法 

(1)特定調達品目及び調達目標 

福祉部町民課は、この方針に則して重点的に調達を推進する環境物品等（以下、「特
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定調達品目」という。）の種類及び調達目標等を定めた「嘉手納町グリーン購入調

達方針」（以下、「調達方針」という。）を毎年度作成するものとする。 

(2)各機関におけるグリーン購入調達の実施 

各機関は、調達方針に基づき、当該年度における物品等の調達を行う。 

(3)調達実績の取りまとめ、点検、公表 

毎年度の特定調達品目に係る調達実績の取りまとめ等については、「嘉手納町地球

温暖化防止実行計画」の定めるところによる。 

 

附則 

この方針は、平成  年  月  日から施行する。 
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表表表表－－－－１１１１    施設別電気使用量施設別電気使用量施設別電気使用量施設別電気使用量（（（（平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度、、、、平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    

施設名 契約種別 平成19年度 平成20年度

1 20従量 12,960 11,447

2 40低圧 38,262 36,320

3 嘉手納幼稚園
* 30業務用 71,545 67,100

4 屋良小学校
* 30業務用 322,090 339,520

5 嘉手納小学校
* 30業務用 535,608 497,040

6 嘉手納中学校
* 30業務用 439,878 428,469

7 20従量 21,501 21,838

8 40低圧 34,365 35,420

9 青少年ｾﾝﾀｰ
* 30業務用 174,749 82,647

10 嘉手納町第二保育所
* 30業務用 89,870 89,671

11 嘉手納町第三保育所
* 30業務用 75,112 69,151

12 30業務用 398,212 363,836

13 90深夜Ａ 0 526

14 50高圧Ａ 81,308

15 60高圧Ｂ 2,895,352 2,753,988

16 20従量 3,565 2,992

17 40低圧 0 2

18 20従量 2,534 1,909

19 40低圧 1,851 1,240

20 20従量 19,392 19,699

21 40低圧 18,382

22 道の駅「かでな」 30業務用 401,439 380,361

23 20従量 14,015 13,834

24 40低圧 21,990 22,978

25 20従量 4,442 2,842

26 40低圧 4,157 4,692

29 20従量 4,799 4,754

30 40低圧 1,375 1,406

漁業用施設

（単位：kWｈ/年）

嘉手納町食料品
*

加工センター

屋良幼稚園
*

学校給食共同調理場
*

比謝川
行政事務組合

嘉手納町
*

リサイクルセンター

嘉手納総合福祉ｾﾝﾀｰ

嘉手納町葬祭場
*

商工業等研修施設

出荷施設



 

20 

 

31 20従量 4,422 4,290

32 40低圧 2,024 2,566

33 嘉手納中央公民館(民族資料館)
* 30業務用 174,749 82,647

34 嘉手納地区学習共用施設・児童館 30業務用 49,358 43,093

35 20従量 14,202 13,712

36 40低圧 6,508 8,503

37 嘉手納町球場 30業務用 70,665 68,003

38 嘉手納町兼久体育館 20従量 29,695 29,493

39 嘉手納町スポーツドーム 30業務用 116,937 106,672

40 かでな文化センター 30業務用 （庁舎に含む）（庁舎に含む）

41 嘉手納町陸上競技場 30業務用 49,663 47,726

42 嘉手納町マルチメディアセンター 30業務用 814,132 826,387

43 野国総管公園
* 20従量 3,245 3,560

44 40低圧 101 226

45 21公街灯Ｂ 10,419 14,363

46 20従量 14,601 14,083

47 40低圧 9,125 9,607

48 20従量 20,990 20,694

49 40低圧 4,428 1,661

50 20従量 6,471 6,136

51 40低圧 8,804 9,683

52 20従量 7,375 7,303

53 40低圧 5,687 5,676

54 20従量 10,433 10,226

55 40低圧 11,665 12,646

56 20従量 6,094 7,218

57 40低圧 15,769 16,842

58 水釜児童公園
* 20従量 3,660 3,204

59 兼久海浜公園
* 3001業務用･実量制 69,327 74,285

60 嘉手納児童公園
* 21公街灯Ｂ 989 1,344

61 屋良ふれあいパーク
* 21公街灯Ｂ 1,850 4,987

62 ちびっこ広場
* 20従量 289 395

南区ｺﾆｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

西区ｺﾆｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

西浜区ｺﾆｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

嘉手納町町民の家

屋良地区体育館･図書館

屋良城跡公園
*

東区ｺﾆｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

中央区ｺﾆｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

北区ｺﾆｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
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63 あしびなぁ
* 20従量 3,096 3,149

64 20従量 2,203

65 40低圧 6

66 嘉手納町役場(庁舎)
* 30業務用 867,134 838,074

67 ロータリープラザ
* 30業務用 800,835

68 ニライ消防本部 30業務用 396,160 396,776

69 街路灯まとめ 21,844 34,892

*は、実行計画対象施設です。

ロータリー広場
*

    

 

 

①対象施設の電気使用量とCO２排出量 

項 目 平成１９年度 平成２０年度 

電気使用量 2,964,923kWh/年 3,520,204kWh/年 

CO２排出量 1,645,532㎏-CO２/年 1,953,713㎏-CO２/年 

 

②全施設の電気使用量とCO２排出量 

項 目 平成１９年度 平成２０年度 

電気使用量 8,420,974kWh/年 8,886,538kWh/年 

CO２排出量 4,673,641㎏-CO２/年 4,932,029㎏-CO２/年 
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図図図図１１１１----１１１１    全全全全施設別電気使用量施設別電気使用量施設別電気使用量施設別電気使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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図図図図１１１１----２２２２    対象施設別電気使用量対象施設別電気使用量対象施設別電気使用量対象施設別電気使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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表表表表２２２２----１１１１    町役場各主体別町役場各主体別町役場各主体別町役場各主体別化石燃料使用量化石燃料使用量化石燃料使用量化石燃料使用量（（（（平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度、、、、平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    

各課

ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

重油
（ℓ）

.P)
（㎥）

ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

重油
（ℓ）

.P)
（㎥）

総務課 2,315.3 0 0 0 55.6 2,276.6 0 0 0 52.4

企画財政課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基地浟外課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⒢務課 568.0 0 0 0 0 586.6 0 0 0 0

情報政策課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福祉課 3,032.0 2,350.7 5,605.3 0 2,133.4 3,890.2 2,509.1 33,584.5 0 1,468.3

社会福祉係 1,775.7 2,133.3 27,518.0

ޓޓޓޓ ஜᐽ増進センター 14,414.0

㓚ኂ福祉係 1,016.4 2,350.7 865.1 1,422.0 2,509.1 268.9

児童福祉係 239.9 5,605.3 1,268.3 334.9 6,067 1,199.4

子育て支援ｾﾝﾀｰ 211.3 0.0 290.8 277.1 68.9

第２保育所 22.6 3,903.1 468.0 7.8 3,789.7 517.0

第３保育所 6.0 1,702.2 509.5 50.0 2,276.8 613.5

町民課 1,665.8 0 0 0 0 1,227.3 0 0 0 0

ᚭ☋民係 535.9 560.6

国民年㊄係 258.6 298.2

環境ⴡ生係 871.3 368.6

いきいきஜᐽ課 2,104.7 0 0 0 0 1,873.9 0 0 0 5.6

平成１９年度 平成２０年度

組織名

総
務
部

福
祉
部
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ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

重油
（ℓ）

.P)
（㎥）

ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

重油
（ℓ）

.P)
（㎥）

都市建設課 3,175.6 0 0 0 0 3,074.7 0 0 0 0

建設係 1,487.8 1,116.3

管理係 631.5 989.3

都市建設係 595.4 557.6

ޓޓ 下水道係 460.9 411.5

産業振興課 2,935.6 0 0 0 0 3,073.4 0 0 0 0

水道課 2,029.9 0 0 0 0 2,077.5 0 0 0 0

教育総務課 767.9 1,909.7 0 0 98.4 758.4 2,086.8 0 0 67.8

嘉手納中学校 45.8 28.0

嘉手納小学校 40.7 29.4

屋良小学校 11.9 10.4

教育指導課 1,073.2 0 0 0 0 1,034.4 0 0 0 0

生涯学習課 348.4 0 0 0 270.1 0 0 0 0 197.8

中央公民館 399.1 0 0 0 44.2 505.5 0 0 0 10.8

図書館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

青少年センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

嘉手納外語Ⴖ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校給食共同調理場 371.2 1,007.3 0 38,025.0 75,799.0 285.0 902.4 0 40,350.0 90,325.0

議会事務局 402.1 0 0 0 0 476.6 0 0 0 0

21,188.8 5,267.7 5,605.3 38,025.0 78,400.7 21,140.1 5,498.3 33,584.5 40,350.0 92,127.7

平成１９年度 平成２０年度

合ޓޓ計

組織名

建
設
部

教
育
委
員
会
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表表表表２２２２----２２２２    課別化石燃料使用量課別化石燃料使用量課別化石燃料使用量課別化石燃料使用量（（（（平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度、、、、平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    

ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

重油
（ℓ）

.P)
（㎥）

ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

重油
（ℓ）

.P)
（㎥）

総務課 2,315.3 0 0 0 55.6 2,276.6 0 0 0 52.4

企画財政課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基地浟外課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⒢務課 568.0 0 0 0 0 586.6 0 0 0 0

情報政策課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福祉課 3,032.0 2,350.7 5,605.3 0 2,133.4 3,890.2 2,509.1 33,584.5 0 1,468.3

町民課 1,665.8 0 0 0 0 1,227.3 0 0 0 0

いきいきஜᐽ課 2,104.7 0 0 0 0 1,873.9 0 0 0 5.6

都市建設課 3,175.6 0 0 0 0 3,074.7 0 0 0 0

産業振興課 2,935.6 0 0 0 0 3,073.4 0 0 0 0

水道課 2,029.9 0 0 0 0 2,077.5 0 0 0 0

教育総務課 767.9 1,909.7 0 0 98.4 758.4 2,086.8 0 0 67.8

教育指導課 1,073.2 0 0 0 0 1,034.4 0 0 0 0

生涯学習課 348.4 0 0 0 270.1 0 0 0 0 197.8

中央公民館 399.1 0 0 0 44.2 505.5 0 0 0 10.8

図書館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

青少年センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

嘉手納外語Ⴖ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校給食共同調理場 371.2 1,007.3 0 38,025.0 75,799.0 285.0 902.4 0 40,350.0 90,325.0

議会事務局 402.1 0 0 0 0 476.6 0 0 0 0

21,188.8 5,267.7 5,605.3 38,025.0 78,400.7 21,140.1 5,498.3 33,585 40,350.0 92,127.7

平成１９年度 平成２０年度

組織名

合ޓޓ計

総
務
部

福
祉
部

建
設
部

教
育
委
員
会
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図図図図２２２２－－－－１１１１    課別課別課別課別ガソリンガソリンガソリンガソリン使用量使用量使用量使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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図図図図２２２２－－－－２２２２    課別課別課別課別軽油軽油軽油軽油使用量使用量使用量使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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図図図図２２２２－－－－３３３３    課別灯油使用量課別灯油使用量課別灯油使用量課別灯油使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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図図図図２２２２－－－－４４４４    課別課別課別課別重油重油重油重油使用量使用量使用量使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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図図図図２２２２－－－－５５５５    課別課別課別課別ＬＰＧＬＰＧＬＰＧＬＰＧ使用量使用量使用量使用量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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表表表表－－－－３３３３    嘉手納町全組織及嘉手納町全組織及嘉手納町全組織及嘉手納町全組織及びびびび施設施設施設施設のののの二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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表表表表－－－－４４４４    嘉手納町対象組織及嘉手納町対象組織及嘉手納町対象組織及嘉手納町対象組織及びびびび施設施設施設施設のののの二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度年度年度年度））））    
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エコドライブエコドライブエコドライブエコドライブ１０１０１０１０のすすめのすすめのすすめのすすめ    

    

    ふんわりふんわりふんわりふんわりアクセルアクセルアクセルアクセル「「「「eeeeスタートスタートスタートスタート」」」」    ݎݎݎݎ

  「「「「やさしいやさしいやさしいやさしい発進発進発進発進をををを心心心心がけましょうがけましょうがけましょうがけましょう。」。」。」。」    

晘通の発進より少し✭やかに発進する（最ೋの５⑽で時速２０㨗㨙が目です）ߛけで１１％

⒟度燃費が改善します。やさしいアクセルᠲ作は全運転にもつながります。時間にを

持って、ゆったりした気分で運転しましょう。    

    ㆊ減速ㆊ減速ㆊ減速ㆊ減速のののの少少少少ないないないない運転運転運転運転    ݏݏݏݏ

「「「「車間距離車間距離車間距離車間距離ははははをもってをもってをもってをもって、、、、交通状況交通状況交通状況交通状況にににに応応応応じたじたじたじた全全全全なななな定速走行定速走行定速走行定速走行にににに努努努努めましょうめましょうめましょうめましょう。」。」。」。」    

車間距離にを持つことがᄢ切です。車間距離を詰めたり、速度にムラのある走り方をすると、

加減速の機会もᄙくなり、その分市街地で２％⒟度、㇠外で６％⒟度燃費がᖡ化します。また、

同じ速度であれば、高めのギアで走行する方が燃費がよくなります。交通の状況に応じ、できる

    。け速度変化の少ない全な運転をしましょうߛ

    ᣧᣧᣧᣧめのめのめのめのアクセルアネアクセルアネアクセルアネアクセルアネ    ݐݐݐݐ

「「「「エンジンブレーキエンジンブレーキエンジンブレーキエンジンブレーキをををを積極的積極的積極的積極的にににに使使使使いましょういましょういましょういましょう。」。」。」。」    

エンジンブレーキを使うと、燃料の供給が止される（燃料カット）ので、２％⒟度燃費が改善さ

れます。止位置が分かったら、ᣧめにアクセルから⿷を離して、エンジンブレーキで減速しまし

ょう。また減速したり、ဈ道を下るときにはエンジンブレーキを活用しましょう。 

    エアコンエアコンエアコンエアコンのののの使用使用使用使用をををを控控控控えめにえめにえめにえめに    ݑݑݑݑ

「「「「車内車内車内車内をををを冷冷冷冷やしす߉ないようにしましょうやしす߉ないようにしましょうやしす߉ないようにしましょうやしす߉ないようにしましょう。」。」。」。」    

気象条ઙに応じて、こまめに温度・風量の調整を行いましょう。特にᄐ場に設定温度を下げす߉な

いことがポイントです。外気温２５℃の時に、エアコンを使用すると、１２％⒟度燃費がᖡ化しま

す。 

    アイドリングストップアイドリングストップアイドリングストップアイドリングストップ    ݦݦݦݦ

「「「「無用無用無用無用ななななアイドリングアイドリングアイドリングアイドリングをやめましょうをやめましょうをやめましょうをやめましょう。」。」。」。」    

１０分間のアイドリング（ニポートラルレンジ、エアコンＯ㧲㧲の場合）で、１３０㨏㨏⒟度の燃

料を洄費します。ᓙち合わせや荷物の積み下ろしのための㚢車の際にはアイドリングを止めまし

ょう。 
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    暖機運転暖機運転暖機運転暖機運転はははは適切適切適切適切にににに    ݓݓݓݓ

「「「「エンジンエンジンエンジンエンジンをかけたらすߋをかけたらすߋをかけたらすߋをかけたらすߋ出発出発出発出発しましょうしましょうしましょうしましょう。」。」。」。」    

現⽼ᄁされているガソリンਸ਼用車においては暖気不要です。ኙ冷地など特別な状況を除き、走りながら

暖めるウアームアップ走行でల分です。暖機することにより走行時の燃費は改善しますが、５分間暖機す

ると１６０㨏㨏⒟度の燃料を洄費しますので、全体の燃料消費量は増加します。    

    道路交通情報道路交通情報道路交通情報道路交通情報のののの活用活用活用活用    ݔݔݔݔ

「「「「出出出出かけるかけるかけるかける前前前前にににに計画計画計画計画・・・・準備準備準備準備をしてをしてをしてをして、、、、浡ṛ浡ṛ浡ṛ浡ṛやややや道路㓚ኂ等道路㓚ኂ等道路㓚ኂ等道路㓚ኂ等のののの情報情報情報情報ををををチゟックチゟックチゟックチゟックしましょうしましょうしましょうしましょう。」。」。」。」    

１時間のドライブで道にㅅって１０分計に走行すると１４％⒟度の燃費ᖡ化に⋧当します。地図やカー

ヂビ等を利用して、行き先及び走行ルートをあらかじめ計画・準備をしましょう。また道路交通情報をチ

ゟックして浡ṛをㆱければ燃料と時間の節約になります。 

    タイボタイボタイボタイボののののⓨ気圧ⓨ気圧ⓨ気圧ⓨ気圧をこまめにをこまめにをこまめにをこまめにチゟックチゟックチゟックチゟック    ݕݕݕݕ

「「「「タイボタイボタイボタイボののののⓨ気圧ⓨ気圧ⓨ気圧ⓨ気圧をををを適正適正適正適正にににに保保保保つなどつなどつなどつなど、、、、確実確実確実確実なななな点検点検点検点検・・・・整備整備整備整備をををを実施実施実施実施しましょうしましょうしましょうしましょう。」。」。」。」    

タイボのⓨ気圧が適正୯より５０㨗Ｐ㨍（０.５kg/cO2 ）不⿷した場合、市街地で２％⒟度、㇠外で４％

⒟度、それߙれ燃費がᖡ化します。また、全運転のためにも定期的な点検は必要です。 

    不要不要不要不要なななな荷物荷物荷物荷物はははは積積積積まずにまずにまずにまずに走行走行走行走行    ݖݖݖݖ

「「「「不要不要不要不要なななな荷物荷物荷物荷物はははは積積積積まないようにしましょうまないようにしましょうまないようにしましょうまないようにしましょう。」。」。」。」    

１００kgの不要な荷物をタせて走ると、３％⒟度燃費がᖡ化します。車の燃費は荷物の重さにᢅᗵです。

運߱必要のない荷物は、車から下ろしましょう。 

    㚢車場所㚢車場所㚢車場所㚢車場所にににに泃意泃意泃意泃意    ݗ

「「「「浡ṛ浡ṛ浡ṛ浡ṛなどをまߨくことからなどをまߨくことからなどをまߨくことからなどをまߨくことから、、、、㆑法㚢車㆑法㚢車㆑法㚢車㆑法㚢車はやめましょうはやめましょうはやめましょうはやめましょう。」。」。」。」    

交通のᅹげとなる場所での㚢車は交通浡ṛをもたらし分な排出ガスを出させるේ因となります。平ဋ車

速が時速４０㨗㨙から時速２０㨗㨙に⪭ちると、３１％⒟度の燃費ᖡ化に⋧当すると⸒われています。 

 

出ౖ）エコドライブ晘及推進協議会 
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家庭家庭家庭家庭でできるでできるでできるでできる温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策    

    

⑳たちの生活を見直し、二酸化炭素の排出を減らすためにはどうすればいいのでしょうか。まず、ここ

でげた10の取り組みのうち、できるものからᆎめてみましょう。（2007年4月改⸓数୯）    

01 01 01 01 冷房冷房冷房冷房のののの温度温度温度温度をををを1111℃℃℃℃高高高高くくくく、、、、暖房暖房暖房暖房のののの温度温度温度温度をををを1111℃℃℃℃低低低低くくくく設定設定設定設定するするするする            

カーテンを利用して太陽光の入を調整したり、クールビズやウォームビズ 

を取り入れることで、冷暖房機に頼らないでㆊごせる。冷暖房をᆎめる時期 

も少しᓙってみる。 

ٟ 年間約33kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約1,800の節約    

02 02 02 02 ㅳㅳㅳㅳ2222日ᓔᓳ日ᓔᓳ日ᓔᓳ日ᓔᓳ8kO8kO8kO8kOのののの車車車車のののの運転運転運転運転をやめるをやめるをやめるをやめる        

通ൕや買い物の際にバスや㋕道、自転車を利用しましょう。歩いたり自転車 

を使う方がஜᐽにもいいですよ。 

ٟ 年間約184kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約9,200の節約     

03 103 103 103 1日日日日5555分分分分ののののアイドリングストップアイドリングストップアイドリングストップアイドリングストップをををを行行行行うううう        

㚢車や長時間車する時は、車のエンジンを切りましょう。ᄢ気汚染物質の 

排出削減にも寄与します。 

ٟ 年間約39kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約1,900の節約    

04 04 04 04 ᓙ機電力ᓙ機電力ᓙ機電力ᓙ機電力をををを50�50�50�50�削減削減削減削減するするするする        

主電源を切りましょう。長時間使わない時は、コンセントをᛮきましょう。 

また、家電製品の買い替えの際にはᓙ機電力の少ないペノを選߱ようにしま 

しょう。 

ٟ 年間約60kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約3,400の節約 

05 05 05 05 シャョーシャョーシャョーシャョーをををを1111日日日日1111分家族全員分家族全員分家族全員分家族全員がががが減減減減らすらすらすらす        

身体を泙っているあいߛ、お湯を泴しっ߬なしにしないようにしましょう。 

ٟ 年間約69kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約7,100の節約 
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出ౖ）全国地球温暖化防止活動推進センター 

 

 

06 06 06 06 風ํ風ํ風ํ風ํのののの残残残残りりりり湯湯湯湯をををを泙ữ泙ữ泙ữ泙ữにににに使使使使いまわすいまわすいまわすいまわす        

泙ữや庭の水やりの他、トイレの水に使っている人もいます。残り湯利用の 

ために市⽼されているポンプを使うとଢ利です。 

ٟ 年間約7kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約4,200の節約 

07 07 07 07 ジャージャージャージャーのののの保温保温保温保温をををを止止止止めるめるめるめる        

ポットやジャーの保温は利用時間が長いため、ᄙくの電気を消費します。 

ごはんは電子レンジで温め直すほうが電力の消費は少なくなります。 

ٟ 年間約34kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約1,900の節約 

 

08 08 08 08 家族家族家族家族がががが同同同同じじじじ部屋部屋部屋部屋でででで団団団団らんしらんしらんしらんし、、、、暖房暖房暖房暖房とととと照明照明照明照明のののの利用利用利用利用をををを2222割減割減割減割減らすらすらすらす        

家族が別ޘの部屋でㆊごすと、暖房も照明も計に消費します。 

ٟ 年間約238kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約10,400の節約 

09 09 09 09 買買買買いいいい物ⴼ物ⴼ物ⴼ物ⴼをををを持持持持ちちちち歩歩歩歩きききき、、、、省൮ⵝ省൮ⵝ省൮ⵝ省൮ⵝのののの野⩿野⩿野⩿野⩿をををを選選選選߱߱߱߱        

トレーやラップは家にᏫれば、すߋゴミになってしまいます。買い物ⴼを 

持ち歩けばレジⴼを減らせます。 

ٟ 年間約58kgのCO2の削減 

ٟ 資源節約 

 

10 10 10 10 テレビテレビテレビテレビ瓣組瓣組瓣組瓣組をををを選選選選びびびび、、、、1111日日日日1111時間時間時間時間テレビテレビテレビテレビ利用利用利用利用をををを減減減減らすらすらすらす        

見たい瓣組ߛけを選んでみる習ᘠをつけましょう。 

ٟ 年間約14kgのCO2の削減 

ٟ 年間で約800の節約 

 



 

38 

 

エコライネエコライネエコライネエコライネ====省省省省エネエネエネエネ編編編編???? 

 

二酸化炭素はみなさんの家庭のさまざまなところから出されています。照明・家電製品

といった電気を使うところが一瓣ᄙく、次に自動車、給湯、暖房の順でᄙくなっていま

す。身の回りの小さなことから、省エネを心がけましょう。 

 

家庭家庭家庭家庭からのからのからのからの二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量    ----Ꮺ当Ꮺ当Ꮺ当Ꮺ当たりたりたりたり・・・・燃料種別燃料種別燃料種別燃料種別・・・・用ㅜ別用ㅜ別用ㅜ別用ㅜ別----    

 

出ౖ) 温室効果ガスインベントアネィス  
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地球温暖化という人類の生ሽに関わる⢿ᆭに対して、瓋が立ち向かおうとしていま

す。 2005 年 2月 16 日には｢੩都議定書㨭が発効し、日本は 2008 年から 2012 年の間に

CO2などの温室効果ガス排出量を1990年にくらߴて6％削減することが義務づけられ、

᭽ޘな対策を進めてきました。 

このような中、2009 年 9 月、㡀ጊ内㑑総理ᄢ⤿がニポームークの国連気変動サミッ

トにおいて、ᚒが国の目標として、温室効果ガス排出量を 2020 年までに 1990 年比で

25％削減することを表明されました。  

政府では、地球と日本の環境をり曑来の子どもたちにᒁき継いでいくため、「チャ

レンジ２５」と名付け、あらゆる政策を総動員して地球温暖化防止の対策を推進する

こととしており、そのための温暖化防止のための国民的運動を、「チャレンジ２５キ

ャンペーン」として 2010 年 1 月 14 日より、新たに展開することとしました。 

「チャレンジ２５キャンペーン」は、これまでの地球温暖化防止のための国民運動「チ

ーム・マイヂス６％」から、より CO2削減に向けた運動へと生まれ変わり展開するも

のであり、アネィスや家庭などにおいて実践できる CO2削減に向けた具体的な行動を

「６つのチャレンジ」として提案し、その行動の実践を広く国民の⊝᭽によびかけて

参ります。  
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たとえば、クールビズ、ウォームビズ、/;

バッグ、̖ etc。 

あなたもきっと、温暖化防止の 'CO アクシ

ミンをはじめていますߨ㧫 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

購入時にㅅったときは、より「エネル

ギー効率の高い製品」を選ᛯ㧍 

これが温暖化防止「チャレンジャー」

たちの新常識です。 

   



 

41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽。風。水。 

自ὼ瓋にሽする力を利用することは、温

暖化をとめる方法の一つです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

心地よいᔟ適なⓨ間をつくることが、

実はエコなんて㧫㧍 

そんなᄞのような温暖化をとめる方

法があるって、ごሽ知ですか㧫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CO2 削減につながる、᭽ޘな社会の取組を

知ってくߛさい。 

そしてこの温暖化防止の心強い取組を、応

援してくߛさい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

温暖化は一人の題ではなく、この地

球にむ⑳たち「みんなの題」。 

ખ間や地域の人たちとともに、温暖化

防止にチャレンジしましょう。 
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環境関連用語集環境関連用語集環境関連用語集環境関連用語集    

    

アイドリング・スト

ップ 

自動車の車時にエンジンを切ること。不必要な燃料の消費

を抑え、二酸化炭素の排出を抑制することがߨらい。 

+PCC ψ「気変動に関する政府間パネル」参照。 

アジゟンダ21 1992年ブラジルで開された地球サミットでណᛯされた持

続可能な開発のための具体的な行動計画。ᄢ気、ᨋ、⍾Ṽ、

生物ᄙ᭽性、海泒等の分野ごとのプログラムのほか、実施の

ための資㊄協力などの制度のあり方を138項目にわたり規定

している。 

インバーター照明 Ⱟ光ランプを電子定器で高周沿点灯する器具。従来型の⏛

気回路ᑼ定器を用いるものと比ߴると、約13～15％の省エ

ネルギー効果がある。また、業務用として高周沿点灯ኾ用型

のⰯ光ランプ（*Hランプ）を用いる*Hインバータ照明もあり、

従来型と比ߴて約23％の省エネルギー効果があるといわれ

ている。 

一酸化二⓸素 常温常圧では無⦡の気体。㤗㈮作用があり、╉気とも呼ばれ

る。温室効果ガスの一つで、温室効果の強さは二酸化炭素を

1とすると、一酸化二⓸素は100位である。 

エコドライブ アイドリング・ストップやタイボのⓨ気圧点検、ⓨ߱かしを

控えるなど、環境に配慮した運転のこと。 

'5CO事業 'neTg[ 5eTXice CoORan[の瓟⒓で、工場やビルの省エネルギ

ーに関する൮括的なサービスを提供し、それまでの環境を៊

なうことなく省エネルギーを実現し、さらにはその結果ᓧら

れる省エネルギー効果を保⸽する事業。また、'5COの経費は

その㘈ቴの省エネルギーメリットの一部から受取ることも

特ᓽとなっている。 

ア行 

エネルギーේ単位 エネルギー効率を表す୯。たとえば、製品一単位を生産する

のに必要なエネルギーの量など。 
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エネルギー転換部㐷 二酸化炭素の排出統計に用いられる部㐷の一つ。石炭や石

油などの一次エネルギーを電力などの二次エネルギーに

転換する部㐷。発電所などがここに含まれる 

ＬPＧ（.iSWeHieF 

PetToleWO )aU） 

洢化石油ガス。プロパン、ブタン等 

アザン層 アザンỚ度が比較的高い成層のことをいう。成層のア

ザンは太陽光に含まれる有ኂな⚡外✢のᄢ部分をๆ収し

て、地球上の生ᘒ♽を保⼔している。 

温室効果 地球をとりまくᄢ気が太陽から受ける熱を保持し、一定の

温度を保つ組みのこと。二酸化炭素などのᄢ気中の気体

（温室効果ガス）が温室効果をもたらす。 

ア行 

 

温室効果ガス 温室効果をもたらすᄢ気中にᢔされた気体のこと。とり

わけ産業㕟以㒠、代表的な温室効果ガスである二酸化炭

素やメタンのほかネロンガスなど人ὑ的な活動によりᄢ

気中のỚ度が増加の向にある。੩都議定書では、温暖化

防止のため、二酸化炭素、メタン、一酸化二⓸素のほか*(C

類、P(C類、5(6が削減対象の温室効果ガスと定められた。 

化石燃料 

 

石炭、石油、ᄤὼガスなどのエネルギー源。燃焼により二

酸化炭素を発生し、地球温暖化の主要なේ因物質。 

カーボンアネセット 日常生活による二酸化炭素の排出を⋧Ვするためにᬀᨋ

や自ὼエネルギーを利用しようというものである。 

家庭部㐷 二酸化炭素排出統計に用いられる部㐷の一つ。民生部㐷の

うち業務部㐷以外の部㐷。 

環境家計★ 家庭での電気、ガス、水道、灯油、ガソリンなどの使用量

や支出㗵を集計して、二酸化炭素などの環境負荷を計▚で

きるように設計された家計★。環境家計★は、二酸化炭素

排出量を減らす実践的な行動につながるとともに、他の環

境題の解決にも⽸₂し、なおかつ家計の節約にも結びつ

けることを目的としている。 

カ行 

環境⒢ 一⥸的にには温暖化対策として温室効果ガスの排出量に

応じて課⒢するといわゆる炭素⒢のことを指す。 
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環境ラベリング制度 環境保全に役立つマークをつけて国民に推奨する制度の

こと（エコマーク、グリーンマーク等） 

気変動に関する政

府間パネル

（+nteTgoXeTnOental 

Panel on CliOate 

Change�+PCC） 

1988年に開ᆎされた、70'P（国連環境計画）とW/O（瓋

気象機関）が共し、各国政府の任する⑼学者が参加す

る会合。地球温暖化に関する最新の自ὼ⑼学的および社会

⑼学的知見をまとめ、地球温暖化対策に⑼学的基␆を与え

ることを目的としている。1990年に第1次評価報告書、1995

年に第2次評価報告書、2001年に第３次報告書をとりまと

めた。また、2007年に第4次報告書をとりまとめた。 

気変動ᨒ組条約✦

約国会議 （COP） 

COPはConHeTence oH PaTtieUの瓟。1995年3月～4月にベル

リンで第１回✦約国会議（COP１）を開。1997年12月に

੩都で開されたCOP3では、2000年以㒠の地球温暖化対策

のあり方を規⒟する議定書がណᛯされた。毎年開される

✦約国会議は、人類の曑来をᏀฝする会議として瓋的に

泃目されている。 

基準年 温室効果ガスの削減に関し、基準となる年。੩都議定書で

は基準年をේ則的に1990年としている。たߛし、*(C類、

P(C類、5(6については1995年を基準年とすることができる

としている。 

キャップ･アンド・ト

レード方ᑼ 

排出量取ᒁにおいて、排出ᨒが設定されている主体間で、

排出ᨒの一部の⒖転（または₪ᓧ）を認める制度のこと。 

ๆ収源 ᄢ気中の二酸化炭素などの温室効果ガスをๆ収し、比較的

長期間にわたり࿕定することのできるᨋや海泒などの

こと。੩都議定書では、先進✦約国が温室効果ガス削減目

標を達成する手段として、新規ᬀᨋ、再ᬀᨋ、地利用変

化などの活動を考慮することが規定されている。 

共同実施 先進✦約国同჻が、自国の数୯目標達成のために共同して

温室効果ガス排出削減やๆ収の事業を実施し、排出削減単

位をクレジットとして₪ᓧする組み。 

カ行 

੩都メカニズム ੩都議定書に規定される排出量取ᒁ、共同実施、クリーン

開発メカニズムの3つのᨵエ性措置のこと。 
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੩都議定書 1997年12月੩都で開されたCOP3でណᛯされた気変動

ᨒ組条約の議定書。先進各国は2008年～12年の約曳期間に

おける温室効果ガスの削減数୯目標（日本6％、アメリカ

7％、'78％など）を約曳した。 

੩都議定書目標達成

計画 

2005年4月に㑑議において決定された੩都議定書の温室効

果ガスの6�削減約曳と長期的かつ持続的な排出削減を目

的とする計画である。 

クリーン開発メカニ

ズム 

先進国がㅜ上国において共同で温室効果ガス削減プロジ

ゟクトを実施し、そこでᓧられたๆ収分あるいは削減分を

先進国がクレジットとして₪ᓧし、自国の温室効果ガス削

減量にల当できる組み。੩都議定書に規定されるᨵエ性

措置の一つ。 

グリーン購入 企業や国・地方公共団体が商品の調達や工事発泃などに際

し、できるߛけ環境負荷の少ない商品や方法を積極的に選

ᛯするやり方。グリーン購入を率先して実施する企業や自

治体などで構成する「グリーン購入ネットョーク」で基準

などを取り決めている。 

グリーン電力 太陽光、風力、バイアマス等の再生可能エネルギーからᓧ

られる電力のこと。 

コージゟネレーシミ

ン 

発電に際し、電力に૬せ同時にᓧられる熱も有効利用する

方ᑼ。コージゟネレーシミンにより、熱効率が改善し、二

酸化炭素の排出削減につながる。 

工業プロセス 温室効果ガス排出統計に表れる部㐷の一つ。セメントの焼

成キルンなどで石Ἧ石を加熱することにより二酸化炭素

を排出する生産工⒟のこと。 

カ行 

交通需要管理 

(6TanURoTtation  

DeOanF /anageOent�㨀

Ｄ㧹） 

自動車交通の時間、経路、手段の変更、自動車の効率 

的な使用によって㧘交通量・交通泴の平準化、分ᢔ化、 

軽減化を図ることで㧘交通浡ṛの✭を促す取組。 
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サマータイム 昼間の長いቄ節、たとえば 4 月から 10 月に時計の時ೞを

ᣧめ、ᄕ方の明るい時間Ꮺを有効に活用する制度。電力消

費の減少などにより、二酸化炭素の排出削減効果が期ᓙさ

れる。 

持続可能な開発 来代にᄙᄢな資源的制約や環境上の負荷をもたらさ

ないような人類の活動のこと。「環境と開発に関する瓋

委員会」が 1987 年に発表した報告書「ᚒら共有の曑来」

の中で提໒したᔨ。1992 年の地球サミットにおいて、こ

れを表現するための瓋行動指針として「アジゟンダ 

２１」がណᛯされた。 

新エネルギー 太陽光、風力、地熱などの再生可能エネルギーのほか廃棄

物利用などによるリサイクルエネルギー、燃料電ᳰやクリ

ーンエネルギー自動車などの従来型エネルギーの新利用

形ᘒなどからなるエネルギーの新しいᔨ。新エネルギー

は、通商産業省により、「石油ෂ機によって題となった

石油への高度な依ሽを減らすため従来型以外のエネルギ

ーを利用する」というᕁᗐから定義づけられた。 

生物ᄙ᭽性 種のレベル、団体レベルおよびㆮવ子のレベルで広がりの

あるさまざまな生物が共ሽしている状ᘒをいう。地球温暖

化により生物ᄙ᭽性の⎕უが進むとෂᗋされている。 

サ行 

⒢制のグリーン化 環境に付加を与える製品や行ὑの⒢㊄を重くし、環境泵化

につながる製品や行ὑの⒢㊄を軽くする措置。 

ᓙ機電力 家電機器などを使用していない状ᘒで消費される電力。地

球温暖化防止の対策の一つとしてᓙ機電力の節減が泃目

されている。 

タ行 

太陽電ᳰ ඨ導体素子により太陽光エネルギーを電気に変換するⵝ

置。太陽光発電。 
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炭素換▚ 二酸化炭素（CO2）の量を炭素（C）⋧当分で▚出する方法。

炭素換▚୯は CO2 の量に 0.273 をដけてᓧられる。ㅒに炭

素換▚の୯に 3.67 をដけると CO2 の量がᓧられる。 

炭素⒢ 代表的な環境⒢の一つで、二酸化炭素排出につながる経済

活動に課す⒢のこと。石油などの化石燃料に含有される炭

素の量に応じて課⒢するのが一⥸的で、᰷Ꮊではスウゟー

デンなどですでに実施されている。 

地球温暖化係数 

（)loDal WoTOing  

Potential�)WP ) 

 

二酸化炭素、メタン、一酸化二⓸素などの各種の温室効果

ガス毎に定められる、温室効果の⒟度を示す୯。温室効果

を見積もる期間の長さによって変わる。100 年間の )WP で

比較して、メタンは二酸化炭素の約 20 、一酸化二⓸素

は約 310 、ネロン類は数⊖～数ජとなる。 

⓸素酸化物 ディーゴルエンジンなどアイル燃焼に際し排出されるᄢ

気汚染物質。一酸化二⓸素以外の⓸素酸化物は温室効果を

もたないが、ㅒに、上ⓨでエアロザルを形成し、温室効果

を減少させるきがある。 

チャレンジ 25 キャン

ペーン 

これまでの地球温暖化防止のための国民運動「チーム・マ

イヂス６％」から、より CO２削減に向けた運動へと生まれ

変わり展開するものであり、アネィスや家庭などにおいて

実践できる CO２削減に向けた具体的な行動を「６つのチャ

レンジ」として提案し、その行動の実践を広く国民に呼び

かける運動。 

低公ኂ車 ᄢ気汚染物質の排出が少ない自動車。ᄤὼガス車、電気自

動車、メタノール車のほか、燃料電ᳰタ車など。 

タ行 

トップランヂー方ᑼ 積極的な省エネルギーを促すために政府がᆎめた政策の

一つで、電気製品などの省エネ基準や自動車の燃費・排ガ

ス基準を、市場に出ている機器の中で最高の効率のレベル

を設定すること。 
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燃料電ᳰ 応をコントロールしながら水素と酸素などから電気を

取り出すシステム。近い来電気自動車へのタが期ᓙさ

れている。 

ヂ行 

燃料転換 二酸化炭素の排出を削減するため、使用する燃料の種類を

換えること。通常は、石炭や石油からᄤὼガスや再生可能

エネルギーに換えることを指す。 

バイアマス エネルギー源として活用が可能な曐製品廃材やしዩなど

の有機物のこと。再生可能エネルギーの一つ。発㉂させ発

生するメタンガスを燃料として利用することもある。 

ハイドロネルアロカ

ーボン類（*(CU） 

アザン層を⎕უしないことから、C(CU や *C(CU の規制に対

応した代替物質として 1991 年㗃から使用されᆎめた化学

物質で、近年、その使用がᄢに増加している。*(CU は自

ὼ瓋にはሽしない温室効果ガスで、100 年間の )WP は、

二酸化炭素の数⊖～11,700 とᄢきい。1997 年にណᛯさ

れた੩都議定書には削減対象の温室効果ガスの一つに加

えられた。 

パーク・アンド・ライ

ド 

都市部への自動車ਸ਼り入れを規制する手段の一つ。都市近

㇠にᄢ型㚢車場を設置し、そこから都心部へは公共の㋕道

やバスなどで⒖動するシステム。イギリスなど᰷Ꮊで広く

実施されている。 

パーネルアロカーボ

ン類（P(CU） 

1980 年代から、ඨ導体のエッチングガスとして使用されて

いる化学物質で、人工的温室効果ガス。*(CU ほどの使用量

には達しないものの、C(CU の規制とともに、最近、使用料

が急増している。100 年間の )WP は、二酸化炭素の 6,500

～9,200 。੩都議定書で削減対象の温室効果ガスの一つ

とされた。 

ハ行 

排出量取ᒁ ੩都議定書に定められた各国の排出削減目標を達成する

ため、先進国間で排出量をᄁ買する制度。国内の温室効果

ガス削減努力に対し、補ቢ的手段として認められたᨵエ性

措置の一つ。 
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ハ行 ハイブリッド自動車 ⶄ数の動力源（ガソリンエンジン、ディーゴルエンジ

ン、電気（ペーター）、油圧等）を組み合わせて低公

ኂ化や省エネルギー化を図った自動車のこと。現、

ガソリンエンジンとペーターを用いたものが実用化さ

れ、市⽼されている。 

メタン ੩都議定書の対象ガスの一つ。有機性の廃棄物の最終

処分場、家瓗のネンዩ、水璴、下水汚況のህ気性分解

ㆊ⒟などから発生する。 

曑利用エネルギー 海水、沜川水、下水等の温度Ꮕエネルギー(ᄐはᄢ気よ

り冷たく、౻はᄢ気より暖かい水)、発電所排熱、変電

所排熱、都市排熱（浜工場、地下㋕等の排熱）等の

こと。 

マ行 

 

ペーダルシネト ᣏቴや⽻物のトラックャㅍを⽻車や⦁⥾に切り替える

ことにより、二酸化炭素の排出削減を図る方ᑼのこと。 

ボ行 約曳期間 温室効果ガスの削減目標を達成しなければいけない定

められた期間。੩都議定書では最ೋの約曳期間を2008

年から2012年の5年間としている。 

ライネサイクルアセスメ

ント（.CA） 

物品の生産から廃棄までの環境負荷量などを調査、分

ᨆして評価する手法。各種の製品やサービスについて、

二酸化炭素排出量の.CAが行われれば、事業者や消費者

が地球温暖化防止に取り組むのに有用であるが、現時

点では、.CAは研ⓥㅜ上にある。 

ラ行 

ライトダウン ライトアップ施設や各家庭の電気を一ᢧに消すこと。

温暖化防止の取組を国民に広げていくために、環境省

によって展開された「環のくらしCO２削減㧛ライトダ

ウンキャンペーン」で実施され、2003年からᄐ⥋の日

を中心に夜晙スポットや家庭の電気を消してもらえる

よう呼びかける。 
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ラ行 ふっ化⎫㤛（5(6） 1960年代から電気および電子機器の分野で⛘✼材など

として広く使用されている化学物質で、人工的な温室

効果ガス。使用料はそれほどᄙくないが、近年新たな

用ㅜ開発の進展に伴い需要量が増加している。100年間

の)WPは、二酸化炭素の23,900。*(CU、P(CUと共に、

੩都議定書で削減対象の温室効果ガスの一つに指定さ

れた。 

出ౖ）全国地球温暖化防止活動推進センタービームページ「用語集」 

   国立環境研ⓥ所 'C+ ネット「環境用語集」 

 

 


